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○モデル地域の現状と取組 

１ モデル地域の現状及び安全上の課題 

２ モデル地域の事業目標 

○ 学校と家庭や地域、関係機関と連携し児童生徒

の安全を確保する取組を推進することができる。 

○ 教職員の学校安全に関する資質能力を高め、

様々な危機事象へのリスク・クライシスマネジメ

ントが適切に行えるような研修の工夫を行い、学

校安全推進体制の充実を図ることができる。 

○ 危機管理マニュアルの改善による実効性を高め

ることができる。 

３ 取組の概要 

(1) 安全教育充実に関する取組 

ア 学校安全充実への取組 

カリキュラム・マネジメントにより総合単元

的な学習として教科領域を関連させて取り組ん

でいる。さらに、地域住民や関係機関と連携し

学習に取り組むようにしたことで実践意欲、実

践力、安全で安心な町づくりに貢献する意欲を

もつことにつながった。 

イ 安全教育の取組を評価する・検証する方法 

(ｱ) 学校運営協議会、地域住民等による評価 

学校運営協議会委員や関係機関、地域住民が

実践委員として参加することで地域の防犯や学

校の生活安全や研修に関する情報交換を行うと

ともに取組に対して評価するようにしている。 

(ｲ) 地域の安全にかかわる組織による評価 

地域の組織である「かわぐち安心のまちづく

り推進会議」の会長、「かわぐちコミュニティ協

議会」の委員に実践委員会の委員として参加し

ていただき安心安全な町づくりに取り組んでい

る立場から子供たちの学習を支援したり、取組

を評価したりしていただいて本年度の取組を改

善し次年度に生かすことができるようにしてい

る。 

(2) 組織的取組による学校安全充実に関する取組 

安全に関する組織活動においては、若年教師、

学校の中核となる教師、管理職を対象とした研

修会、本年度本市に転入した職員を対象とした

研修会を実施している。また、地域住民も含め

たコミュニティ・スクールに関する研修会も実

施している。 

(3) 学校安全の中核となる教員の学校安全推進

体制の構築における役割及び中核教員の資質

能力の向上に係る取組について 

ア 学校安全実践委員会の開催 

中核教員の資質能力向上と各学校の取組を 

広げるために安全教育、安全管理、組織活動や

研修について研修会を行った。 

(ｱ) 危機管理マニュアル改訂に関する研修会 

危機管理マニュアルの改訂に関する研修会 

を実施した。チェックリストを用いて各学校の

実践委員が自校のマニュアルを点検し、抜けや

漏れがないか、また他校のマニュアルと比較検

討することで、改善点の明確化を図った。研修

会を通して、マニュアルの精度向上と、より効

果的な危機管理体制の構築につながる成果を得

ることができた。 

(ｲ) 地域と連携した学校安全の推進など組織 

活動のあり方についての研修会を実施 

拠点校のコミュニティ・スクールの取組であ

る地域住民と６年生の熟議を参観し、その後、

学校安全の推進のための地域との連携のあり方

について協議を行った。学校と地域と連携した

学校安全の取組を中核教員が中心となって実施

していく意欲を高めることができた。 

(ｳ) 安全に関する校内研修のあり方を協議 

拠点校の防犯訓練の研修会を参観した。研修

令和６年度 学校安全総合支援事業 

大川市教育委員会 

 教育委員会名：大川市教育委員会 
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本市では、学校事故を受け安全管理の大きな改善

を図ってきた。市独自で「学校安全の日」を定め、

児童生徒が安全な学校生活を送るための取組を市内

全小中学校で行っている。 

令和５年度には、本事業のモデル地域の指定を受

け、大川市学校安全実践委員会を立ち上げ、取組の

改善を行った。拠点校では、有識者から安全点検の

指導助言を受けたり、安全に関する学習単元を開発

し授業公開を行ったりしてきた。大川市教育委員会

では、取組の成果を教職員向けリーフレットにまと

め、教育事務所管内の全ての教職員に配布した。 

本実践委員会の取組により安全点検や安全教育の

改善・共有、発信が図られた。しかし、学校と家庭・

地域・関係機関が連携した組織的活動の充実に関し

ては、まだ不十分である。また、安全担当中核教員

が、学校安全の取組にリーダーシップを発揮できる

ような研修内容も十分でなかった課題もある。 



に取り組む真剣さ、多様な状況を設定した防犯

訓練や研修の必要性を感じた。 

(4) その他の主な取り組みについて 

ア 拠点校を中心にした取組 

(ｱ) 学校運営協議会と地域住民との安全に関する 

児童との熟議の取組（資料1） 

地域住民と６年生が「地域の安全」について

熟議を行った。校区の安全に関する現状把握と

改善を目的に、地域住民と共に調査を行った。

６年生が調査結果をまとめ、地域の方へ提案を

行った。その後、地域の方と熟議を行った。「安

全な町とは」「地域の方とつながりをもつために

は」という２つのテーマを設定し、活発な意見

交換を行った。「安全な町とは」に関する熟議で

は、①施設や整備が整っている②安全のための

システムづくりが整っている③地域とつながり

をもっている等の意見が出された。特に③の地

域とつながりをもっているについては、テーマ

２として取り上げ再度熟議を行った。「挨拶を積

極的に行うこと」「地域の行事に参加して地域の

方々と交流すること」などの方策をまとめるこ

とができた。今回の熟議を通して、子どもたち

は地域社会の安全について深く考え、地域住民

と共に安心安全な町づくりに貢献したいという

意識を高めた。また、地域住民からも、「安全シ

ステムの構築」や「地域住民間のネットワーク

の重要性」について、認識を深める機会となっ

た。 

(ｲ) 実践に生きる防犯訓練の取組（資料２～４） 

防犯訓練では、災害対応班、対策本部、救護

班、救助班、児童対応班の５班体制で取り組ん

だ。不審者対応だけでなく、けが人への対応、

関係機関への連絡、児童と教職員の安否確認、

不明者対応など、様々な状況を想定した訓練を

行った。各班は事前に目標を設定し、それを全

体で共有した後、不審者対応訓練を行った。訓

練後には、振り返りを行い、訓練の成果や課題

を明らかにした。最後に、消防署から救護、警

察署から不審者対応と対策本部の運営、指導主

事から不審者対応マニュアルに関して指導・助

言をしていただいた。複数の状況を設定したこ

とでより実践的な訓練となり今回の訓練を通し

て、状況に応じた連携の重要性や様々な状況を

想定した訓練を行っていくことの重要性を再確

認することができた。 

(ｳ) 地域防犯につなぐ子ども民生委員活動 

子ども民生委員として民生委員と共に公 民

館で開催される活動に参加し、地域の高齢者と

ふれあった。改めて高齢者の多さに気づくこと

ができた。そして、民生委員と一緒に高齢者の

方々のご自宅を訪問し、家庭科で作った小物を

プレゼントした。この活動を通して、子どもた

ちは地域社会とのつながりの大切さを実感し、

さらにつながりをつくることが｢地域の防犯対

策｣や｢安心安全な町づくり｣に貢献することに

つながることを実感することができた。 

(ｴ) 関係機関との連携による防犯の取組 

《地域安全組織との連携による防犯活動》 

本校のＰＴＡと教職員は、地域の「かわぐち

安心のまちづくり推進会議」にも推進員として

参加している。推進会議主催の防犯講習会に参

加し、地域ぐるみで安心安全な町づくりを進め

ることの重要性を改めて認識することができた。

また、防犯のための「青色パトロール」にも参

加し、地域住民への挨拶や声かけを通して、地

域のつながりを深めるとともに、挨拶や声かけ

といった「ながら防犯」の大切さを実感し、年

間を通して防犯パトロールを行うことができた。

ＰＴＡの取組が地域にある安全に関する組織と

連携できたことで、子どもの安心安全だけでな

く自分たちの住んでいる校区の安全について考

え、安心安全な町づくりを行うことへの意識が

高まった。 

イ 教育研究所との連携による「学校安全講座」 

新年度大川市へ赴任してきた教職員を対象

に研修会を実施した。今回は、本市の学校安全

にかかわる取組について紹介した。また、文部

科学省の「教職員のための学校安全eラーニン

グ」の活用法について研修を行い実際に活用す

る取組を行った。学校安全に対しての意識の高

まりがみられた。 

４ 取組の成果と課題 

【成果】 

・学校安全実践委員会で、拠点校における学校と家

庭・地域・関係機関が連携した安全に関する組織

活動のよさを共有することができた。 

・拠点校の学校安全に関する研修から、組織活動に

ついて学ぶ機会を設定したり、その研修をきっか

けに実効性のある危機管理マニュアルへの改訂

につなげたりすることを通して、学校安全担当中

核教員が、リーダーシップをもって自校の学校安

全の取組を検証改善していく資質能力を高める

ことができた。 

【課題】 

・学校安全実践委員会の取組の交流や定期的に有

識者招聘の研修会を行い継続して学校安全担当

中核教員の育成に取り組んでいく。 







 

 

 



 

 

 



 

１ 子どもや学校、地域の実態 

本校は視覚障がい教育部門、肢体不自由教育部門、

病弱教育部門の３部門があり、全校幼児児童生徒は41

名である。病弱教育部門（分教室）は大牟田病院内に

あり、現在は在籍する児童生徒はいない。また、医療

的ケアを必要とする幼児児童生徒が全体の 51％を占

めるとともに、車椅子ユーザーは80％、車椅子ユーザ

ーでない 20％の幼児児童生徒も大半が単独で安全に

行動することは困難である。 

このような幼児児童生徒が通う本校においては、安

心安全な学校生活を送るために、どのように幼児児童

生徒の命を守るかが常に課題である。特に不審者侵入

時や地震、火災等の災害時の避難の方法に関しては、

どのように避難するのか、または避難できない状況で

はその場にどのようにして留まって何をすべきかとい

うことを常に考えておく必要がある。また、本校の職

員は、有事の際のそれぞれの行動が大切であることを

よく理解している。そのため、訓練の参加には全職員

が真剣である。しかし、それでも訓練後には多くの課

題が出てくるため、手順の改善や繰り返しの訓練は、

危機管理意識や危機管理能力を維持・向上するうえで

必要不可欠であると考える。 

今回の取り組みは、本校が柳川市の繁華街や駅周辺

に位置するという環境にあること、本校幼児児童生徒

が避難することが容易でない実態があることを踏まえ、

不審者侵入時対策をどのように行うのかに焦点を当て

ることとした。 

２ 目標 

職員の危機管理能力の維持・向上を目的として、危

機管理マニュアルの内容を職員間で周知・共有すると

ともに、より実践的な訓練を行うことで、明らかにな

った課題を検討・改善する。 

３ 具体的な取組 

（１） ４月３日 緊急体制に関する申し合わせ事項

の周知等を中心とした職員研修の実施 

令和６年の年始に起きた航空機炎上の事故でのキ

ャビンアテンダントの適切な判断と避難誘導で、乗客

乗員全ての命が助かったという話を皮切りに、私たち

教職員も災害を含む緊急時に幼児児童生徒の命を守る

プロでなければならないという考えを全体で共有し、

本校の緊急時体制について大切な事項を確認していっ

た。確認した内容の一部は以下の通りである。 

ア ケガ、事故等の対応（緊急事態発生から救急搬

送までの職員の動き） 

イ 緊急時のインターホン活用の方法 

ウ 不審者侵入時の対応   等 

（２） ５月末 緊急時対応シミュレーションの実施 

５月末までに各学部で１回以上の緊急時対応シミ

ュレーションを行い、各教室にある緊急時専用のイン

ターホンを使用して、それぞれが具体的にどう動くか

の確認をしたり、もっと良い方法がないかを探ったり

した。対象幼児児童生徒役の「やなとく君」人形やＡ

ＥＤのトレーナーを使用し、より実践に近いシミュレ

ーションを行った。全職員が真剣に取り組むことで緊

張感を感じるシミュレーションとなった。事件、災害

等でケガ人が出た場合には、この基本の動きを基に応

用を加えた緊急体制をとることになる。 

【資料１：緊急時対応シミュレーションの様子】 

（３） ７月22日 不審者対応等研修の開催 

幼児児童生徒の実態を考慮し、本研修は職員のみで

行った。不審者侵入時にどのような対応をするのか、

また本校独自の取り組みである「にこにこタイム」（不

審者侵入時の隠語を使用した校内放送）やインターホ

ンの活用方法の確認を行った。 

４ 安全教育アドバイザーの活用 

不審者対応等研修では、講師に柳川警察署生活安全

課の方をお招きし、緊張感ある実践形式の訓練と講話

をいただいた。実践形式の訓練では、全職員が参加し、

教室、事務室、保健室等、普段いる場所で授業等を行

っていることを想定して実施した。警察の方が不審者

役となり、係と打ち合わせした入口から侵入し、その

後の行動は全て打ち合わせなしで動いていただいた。

本校は外部と通じる入口（門など）は４か所、校舎の

入口は 10 か所以上ある。不審者役の侵入口やどのよ

学校安全総合支援事業 事業報告書 

福岡県立柳河特別支援学校 

 住  所：柳川市三橋町今古賀１７０ 

 電  話：０９４４－７３－２２６３ 



うな行動をとるのかは職員に知らせていないため、訓

練が始まると一気に緊張が高まった。また、係が不審

者役の行動を追いながら、職員がどのように対応する

のかを終始撮影した。その後撮影した動画を見ながら

警察の方より職員の対応の良かった点や注意する点、

その時々の不審者の心境等について話をしていただき、

職員全体で共有する時間を設けた。 

今年度は、昨年度の不審者役とは全く違ったタイプ

の不審者を演じてもらい、無言で侵入し、気付くとそ

こに不審者がいるというこれまでにない新たな恐怖を

感じる経験をさせていただいた。これも警察の方が設

定された不審者像である。最後は 10 名ほどの職員に

囲まれて動くことができなくなった不審者を職員が取

り押さえる形で訓練を終了した。本訓練で指導、助言

いただいた内容は以下の通りである。 

（１） 不審者役の警察の方より 

○ 生徒等が一人で逃げることができない、避難する

ことができないという特殊な環境のため、先生方の

気合が感じられ、すぐに取り押さえられてしまった。 

○ 第１発見者の先生は、声を掛けて、相手が明らか

に不審、危ない雰囲気を放っているのであれば、武

器を持って近づくか、数名で対応した方がよい。不

審者との間合いも大切。 

○ 扉を押えられて完全に開けることができなくなっ

たため、振り返って移動しようとすると前にたくさ

んの先生がいたため逃げられないと思った。 

○ 両手を先生方に抑えられた。不審者が危害を与え

るというときはほとんど手で行われる。「テンフィ

ンガーコントロール」という言葉があり、相手の手、

指に着目して何をしてくるかを察知するとよい。今

回は完全に手を抑えられてしまって動けなくなり、

さらに「刃物を取れ」と言われた先生がおり、刃物

を取られて、どうしようもなくなった。そのあと、

倒されて「まだ持っとるかもよ」と言われた。その

通りもう１本ポケットに入れていて下に取り抑え

られた後もゴソゴソして取り出そうとしたが、それ

もかなわず完璧に抑えられてしまった。 

○ うつ伏せの状態で倒していることはとても大事な

ポイントである。仰向けで倒してしまうと、まだ抵

抗することができる。相手の背中に膝を乗せて相手

の動きを封じる方法がある。 

（２） 質疑応答より 

○ 110番は複数がかけてもよいため、すぐにかける。 

○ 刺された職員の救命は、居合わせた人が複数名い

る場合は１名が救命をする。周囲に知らせる。 

○ 誰でもできる守り方。それぞれが武器を持って集

団で行動する。生徒等と共にいる場合は閉じこもり、

不審者が入れないようにバリケードを作る。 

（３） さすまたの使い方の講話 

○ 基本的には相手を近づかせないために使う物。 

○ さすまたを取られないようにするために、顔や足

に向かって何回も突く。 

○ 広い場所ではバットのように振り回すのも効果的。 

 

 

 

 

 

 

【資料２：不審者対応訓練の様子】 

５ 成果 

専門の方の判断により、不審者像や不審者の動き、

侵入口を決めてもらうことで、本校の盲点はどこか等

が明確化された。さらに不審者の心理等を学んだこと

で、職員の危機意識を高めることにつながった。 

研修後の職員アンケートでは、疑問点、改善点など

の多くの意見、感想が上がってきた。それを基に回答

を検討し、ほぼ全ての疑問に関する回答、改善点を全

職員で共通理解することができた。回答を検討する際

には、再度、警察署の方に意見を伺うなどして、より

専門的な不審者対応について考えることができた。 

６ 今後の課題 

今回の訓練を終え、今後課題となる点を４点挙げる。

まず１点は、これまで幼児児童生徒の実態を考慮し、

不審者対応等研修は職員のみの研修であったが、生徒

等を含む訓練も大切であるということ。２点は、幼児

児童生徒の実態から、緊迫した中での避難は容易では

ないため、職員のさすまたの使い方、間合いの取り方

などのスキルアップが必要であるということ。３点は、

複数の犠牲者が出た場合を想定し、混乱を最小限に止

めるために、不審者確保がなされていない中での救命

の仕方や、救急搬送する際の搬送先の把握の仕方、保

護者への連絡方法などの手順を確認すること。またマ

ニュアル化すること。４点は、校舎に出入りできる扉

が 10 カ所以上あるが、防犯カメラは１カ所のみであ

るため、防犯カメラや入口付近のさすまたの数を増や

す等の環境を整えていくこと。 

以上の４点に加え、全職員への周知の方法を探った

り、訓練の充実とそこで出た課題を解決したりするこ

とにより、全職員の防犯意識の維持・向上を図ってい

く必要がある。 
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